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　落語には古典落語と創作落語と呼ばれるものがあります．古典落語といっても最初は創作

されたものであり，それがさまざまな落語家によって語り継がれ時代を経て今日まで残って

います．その時代の人々のくらしや社会を表現するなかで，時代を超えて理解される普遍的

な『笑い』が残っているのです．ですから，新しく落語を創作する場合は，時代を超えて通じ

るよう，流行のものは入れないほうがいいとされています．IT もその中のひとつとして捉え

られているのですが，私は違うと思っています．IT というのはこれから先，進化はしてもな

くなりはしませんし，現代社会を表現しようとしたときに，重要な意味を持っていると思う

からです．私の作った「めるちゅう一家」という落語は離れて暮らす高齢の父に携帯電話を持

たせて安否確認をしようと考える家族がモチーフです．これなど携帯電話がない時代には作

れなかったものですが，これから先携帯電話が別のものに進化したとしてもおそらく理解し

てもらえると思います．

　実際，最近あまりにも IT の進歩が早く，多くの人にとってはついていくだけでも大変な

のではないかと思います．しかし，古典落語しかしない落語家でも，高座を降りれば，携帯

を使いこなしているとか，パソコンにやたら詳しいとか，今の時代を理解することは古典落

語をするうえでも大事だと思います．観客との間の共通認識こそ，落語の重要な要素であり，
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それをとらえるために，落語家も日々努力する必要があると思います．

　私自身も普段落語はパソコンで書いていますので，IT の恩恵を受けています．それ以外

に携帯電話と iPhone と iPad の 3 つを常に持ち歩いています．携帯電話は通話とメール用，

iPhone はブログ用です．iPad ではコンテンツをダウンロードして遊んでいます．移動時間

の退屈しのぎにコンピュータ将棋や麻雀をよくやります．将棋は最近なかなか勝てなくなっ

てきたと思っていたらプロを破るほどになったと聞き，技術の進歩を感じます．弟子に漢字

の読みや四文字熟語の意味を当てるクイズをやらせてその正解の低さを叱るという楽しみも

できました．とはいえ，こういう機器を使いこなすのは弟子のほうがはるかに早い．「これ

やってみ」と渡すとすぐやれる．あれはなぜなんでしょうか．携帯も私が新しいものに買い

替えて戸惑っていても弟子はちゃんと動かせる．まあ，落語は教えているのですから，弟子

から教わることがあってもいいんじゃないかと思います．これもまた時代の諸相のひとつで

あり，落語のネタとして後世に伝えていきたいと思っています．

 

─ 新作の携帯弟子が先に持ち ─
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